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1 はじめに 

新型コロナウィルス感染症への対応で，大学

においても新しい生活様式の実践が推奨され，

三密を回避することが強く求められている．し

かし一方で，講義は可能な限り対面形式で実施

すべきという要請もあり，教室やピロティなど

キャンパスにおいて大人数が集まる空間で，利

用者に特別な協力を求めることなくソーシャル

ディスタンスを確保する仕組みが必要不可欠と

なってきている． 

そこで本研究では，大学が保有している情報

を集約して活用することで，学生の行動変容を

促すアプローチをとる． 

キャンパスで得られるデータを集約して活用

している例として，三重大学[1]や静岡大学[2]

の事例があげられる．これらの取り組みのよう

に，キャンパス規模での情報集約は有効に作用

するものと，本研究でも考えている． 

そこで本論文では，まず行動変容を促す行動

変容ステージモデルについて述べる. その後，

大学の取り組みと，行動変容につながる情報に

ついて考察する．最後に，学内の情報を用いて

混雑状況の可視化の仕組みについて述べ，その

効果について検討する． 

 

2 学生の行動変容に向けて 

 

2.1 行動変容の仕組みについて 

 本研究では，キャンパス利用者への行動変容

の動機づけは，行動変容ステージモデル（図 1）

に基づき設計した [3][4]． 

現状における本学のキャンパス利用者は，第 3

段階の「準備期」にあると考えられる．すなわ

ち，三密を避けることの有用性は十分に認識し

ているが，具体的な行動のための情報を十分に

持っていない段階にあると考えられる．したが

って本研究では，「準備期」から「実行期」へ

の移行のために必要な情報を利用者に提供する

ことが重要である． 

 

 

 

 
図 1 行動変容のステージモデル 

 

2.2 大学の対応 

専修大学おいては，新型コロナウィルス感染

症の感染状況に応じて，キメの細かい対応をと

っているが，2021 年度後期の対面形式の講義と

教室の配置は，以下のような方針で設定された． 

 
⚫ キャンパスの最大学生目標を決め定員の約 4割 

⚫ 換気能力を考慮して教室定員を変更 

⚫ キャンパス内でオンライン授業を受講可とする 

⚫ 低学年配当や演習・実習形式の授業を優先して

対面形式に 

 

2.3 学生の意識 

 前述したような状況の下，キャンパス内およ

び教室で，学生がどの程度の意識を持っている

かアンケート調査を行った（リッカートスケー

ル 5段階評価と自由記述）． 

 
表 1 学生の意識（18～20歳の学生 127名を対象） 

調査項目 得点 

マスク着用 4.7 

手洗い・アルコール消毒 4.2 

三密回避 3.4 

座席位置 3.5 

会話時のソーシャルディスタンス 2.8 

滞在する教室（場所）の混雑度 3.3 

 

調査（表 1）の結果，マスク着用やアルコール

による手洗いについては高い意識があるものの，

三密回避やソーシャルディスタンスの確保，教

室の混雑度についてはそれほど高い意識を持っ

ていないことが明らかになった． 
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また，講義と講義の間の空きコマを過ごす場

所や，対面形式とオンライン形式の講義が混在

することによって生じるキャンパス内でオンラ

イン講義を受講する場所について，問題視して

いるコメントが多数存在した． 

 

3 Wi-Fiの接続情報に基づく混雑状況の可視化 

三密回避やソーシャルディスタンスをあまり

意識していない学生もいる状況で，空きコマを

過ごしたり，オンライン形式の講義を受講する

ための場所を，学生に適切に選択してもらうた

めには，混雑状況を知らせることが必要である． 

そこで本節では，混雑状況可視化の 2 つの応

用アプリケーションについて述べる．なおここ

では，キャンパス利用者は大学のネットワーク

を利用するために所有するスマートフォンを Wi-

Fi に接続する設定をしているという特徴に注目

し，Wi-Fi のアクセスポイントへの接続情報を利

用することで可視化できると考えた． 

 

3.1 Wi-Fiの接続情報に基づく混雑状況の可視化 

ここでは 30 分ごとに，キャンパス内の各アク

セスポイントに，その時点での接続数をリクエ

ストして取得する仕組みを整え，各エリアの混

雑率に応じて，キャンパスマップや建物のフロ

アマップ上に，ヒートマップとして重畳表示す

る仕組みを構築した（図 2）． 

 

 
図 2 混雑状況の可視化 

 

3.2 Wi-Fiの接続情報に基づく人流の可視化 

 ここではキャンパス内の人流を明らかにする

ために，前述した Wi-Fi の接続者の時系列変化

をもとにキャンパスマップ上に人流を可視化す

る仕組みを構築した（図 3）． 

 

 

 

 

 

 

 
図 3 混雑状況の可視化 

4 効果検証 

 主に学生にとって有用であると考えられる混

雑状況の可視化機能の有効性を検証するために，

実際に機能を提示したうえで，リッカートスケ

ール 5 段階評価と自由記述で効果検証を行った

（表 2）． 

 
表 2 効果検証（18～20歳の学生 127名を対象） 

検証項目 得点 

学内での滞在場所選択の際に有効 3.6 

混雑度を意識した行動変容 3.2 

提案した機能の有効性 4.2 

 

 検証の結果，本研究の提案した機能の有効性

が確認され，三密を回避した行動変容につなが

ることが示された．しかし，現状では確認する

のに手間がかかるという点も指摘され，さらな

る改善が必要であることも確認された． 

  

5 まとめ 

本稿では，大学においても三密回避やソーシ

ャルディスタンスの確保が求められている現状

において，キャンパス利用者に特別な協力を求

めることなく，Wi-Fi の接続情報に基づいたキャ

ンパスの混雑度の把握を容易する仕組みを提案

し，その有効性の一部を確認した． 

今後は，実運用に向けての準備を進めるとと

もに，さらなる改善を行う予定である． 
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